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100年企業
岐
阜
県
関
市
郊
外
の
広
大
な
緑
地
に
本
社
機
能
を

置
く
、
鍋
屋
バ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
（
通
称
「
鍋
屋

バ
イ
テ
ッ
ク
会
社
」、金
田
光
夫
代
表
取
締
役
社
長
）。

同
社
の
も
の
づ
く
り
の
源
流
は
、
戦
国
時
代
の
１
５

６
０
（
永
禄
３
）
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
織
田
信
長

が
桶
狭
間
の
戦
い
で
今
川
義
元
に
勝
利
し
、
戦
国
時

代
の
終
焉
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
英
雄
と
し
て
表

舞
台
に
登
場
し
た
年
だ
。
１
０
０
年
ど
こ
ろ
か
、
４

５
０
年
以
上
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
企
業
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

同
社
の
創
始
者
た
ち
は
、
高
度
な
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
、
鍋
、
釜
、
燈
籠
、
鐘
な
ど
の
鋳
物
を
つ

く
り
、
朝
廷
か
ら
は
「
御
鋳
物
師
」
の
免
状
を
授
か

っ
た
。
千
利
休
か
ら
届
い
た
礼
状
（
国
宝
）
も
現
存

す
る
。
社
名
の
「
鍋
屋
」
は
、
公
認
の
匠
の
グ
ル
ー

プ
と
し
て
の
屋
号
な
の
だ
と
い
う
。

現
在
、ナ
ベ
ヤ
グ
ル
ー
プ
に
は
、創
業
一
族
で
「
岡

本
太
右
衛
門
」を
代
々
襲
名
す
る
株
式
会
社
ナ
ベ
ヤ
、

そ
し
て
株
式
会
社
岡
本
が
あ
り
、
鍋
屋
バ
イ
テ
ッ
ク

会
社
は
１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
に
創
業
家
か
ら
独

立
し
て
で
き
た
標
準
機
械
部
品
の
製
造
会
社
で
あ

る
。
同
社
の
主
力
商
品
は
プ
ー
リ
ー
（
滑
車
）。
鋳

物
で
で
き
た
車
輪
状
の
部
品
で
、
外
周
に
ベ
ル
ト
を

か
け
て
モ
ー
タ
ー
や
エ
ン
ジ
ン
の
動
力
を
機
械
に
伝

え
る
部
品
だ
。
機
械
設
備
が
あ
る
工
場
に
は
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
単
価
は
数
百
円
か
ら
数
万
円
と

い
う
商
品
な
が
ら
、「
多
品
種
微
量
生
産
」（
製
品
の

標
準
化
を
極
限
ま
で
進
め
、
1
個
か
ら
の
注
文
に
も

応
え
る
生
産
体
制
）
と
「
寿
司
バ
ー
方
式
」（
寿
司

職
人
の
よ
う
に
、
お
客
さ
ま
が
必
要
な
も
の
を
、
そ

の
と
き
に
必
要
な
だ
け
提
供
す
る
こ
と
）
と
い
う
斬

新
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出
す
こ
と
で
顧
客
の
信
頼

を
勝
ち
取
り
、
全
国
シ
ェ
ア
約
8
割
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。

現
在
同
社
は
、
岐
阜
県
で
「
就
職
し
た
い
会
社
」、

「
働
き
続
け
た
い
会
社
」
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
入
っ

て
い
る
。「
社
員
を
大
切
に
す
る
経
営
」
を
掲
げ
、

そ
れ
が
実
践
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
一
例
を
あ
げ
れ

ば
、
一
流
の
建
築
家
が
設
計
し
清
潔
な
作
業
環
境
を

実
現
し
た
工
場
、
社
員
の
資
格
取
得
に
対
す
る
自
己

啓
発
支
援
、
さ
ら
に
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
対
す
る

退
職
金
制
度
な
ど
。「
働
き
た
い
」
と
思
わ
せ
る
、

魅
力
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
い
く
つ
も
並
ん
で
い
る
。

「
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
機
械
部
品
を
開
発
・
製
造
・

販
売
し
、
日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
中
の
お
客

社
員
を
大
切
に
す
る
経
営
が

高
齢
者
の
笑
顔
輝
く
職
場
を
実
現

―
― 

鍋
屋
バ
イ
テ
ッ
ク
会
社
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現
在
同
社
の
従
業
員
は
３
３
０
人
（
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
含
む
）。
役
員
を
除
く
60
歳
以
上
の
高
齢
者
は

16
人
（
う
ち
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
10
人
）
を
数
え
る
。

現
在
、
同
社
の
定
年
は
60
歳
。
定
年
後
、
フ
ル
タ

イ
ム
勤
務
を
希
望
す
る
場
合
は
、
1
年
契
約
の
嘱
託

社
員
と
し
て
再
雇
用
さ
れ
、
上
限
年
齢
の
65
歳
ま
で

契
約
更
新
が
可
能
。
さ
ら
に
65
歳
以
降
も
働
き
続
け

た
い
場
合
は
、
雇
用
形
態
は
時
給
制
の
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
に
変
わ
る
。
こ
の
場
合
の
上
限
年
齢
は
設
け
て

い
な
い
。
現
在
の
最
高
齢
者
は
69
歳
。

ち
な
み
に
、
60
歳
以
降
、
何
ら
か
の
理
由
で
短
時

間
勤
務
を
希
望
す
る
場
合
は
、
65
歳
以
降
の
場
合
と

同
様
、
時
給
制
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
勤
め
る

こ
と
も
可
能
だ
。

金
田
社
長
は
、「
定
年
は
60
歳
で
す
が
、
そ
う
遠

く
な
い
将
来
に
65
歳
ま
で
定
年
を
引
き
上
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
は
70
歳
ま
で

と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
時
代
の

要
請
で
す
ね
」
と
話
す
。

さ
ま
と
取
り
引
き
し
て
い
ま
す
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

観
点
か
ら
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
、
決
し
て
濃

い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
企
業
の
地
域
貢
献
が
よ
く
い

わ
れ
ま
す
が
、
通
勤
時
間
30
分
以
内
の
地
域
に
お
よ

そ
99
％
の
社
員
が
居
住
し
て
い
る
当
社
の
場
合
、
社

員
に
き
っ
ち
り
と
給
料
を
払
い
、
安
定
し
た
生
活
を

お
く
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
大
切
な

地
域
貢
献
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
社
員
を

大
切
に
す
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
。
経
営
の
基
本

は
社
員
と
そ
の
家
族
で
す
。
当
社
が
４
５
０
年
の
歴

史
を
刻
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
う
し
た
積
み
重

ね
の
結
果
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
金
田
社
長

は
力
を
込
め
る
。

で
は
、
金
田
社
長
は
高
齢
者
の
雇
用
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
企
業
に
と
っ
て
、
60
歳
以
上
の
高
齢
社
員
に
い

か
に
働
い
て
も
ら
う
か
は
大
き
な
課
題
で
す
。
窓
際

族
の
よ
う
な
扱
い
を
す
る
の
は
も
っ
て
の
ほ
か
。
そ

れ
で
は
企
業
に
と
っ
て
も
高
齢
者
本
人
に
と
っ
て

も
、
も
っ
た
い
な
い
話
で
す
。
い
か
に
楽
し
く
、
そ

の
人
が
力
を
発
揮
し
て
働
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
か
。
そ
れ
を
考
え
る
の
が
経
営
者
の
責
務
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

実
際
、
同
社
で
働
く
高
齢
者
の
表
情
は
ど
の
人
も

明
る
く
、
こ
こ
ろ
な
し
か
足
取
り
も
軽
い
よ
う
に
み

え
る
。

「
60
歳
以
上
の
働
き
方
が
、
高
齢
者
本
人
に
と
っ

て
切
実
な
問
題
な
の
は
当
然
で
す
が
、
後
に
続
く
40

代
、
50
代
の
社
員
に
と
っ
て
も
切
実
な
問
題
で
あ
る

は
ず
で
す
。
10
年
後
、
20
年
後
の
自
分
の
姿
が
そ
こ

に
あ
る
か
ら
で
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
仕
事
が
で
き

そ
う
だ
、
楽
し
く
働
け
そ
う
だ
と
い
っ
た
思
い
が
も

て
る
職
場
に
す
る
こ
と
が
大
切
。
将
来
の
自
分
の
姿

を
明
る
く
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
目
の
前
の

仕
事
の
仕
方
も
変
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」
と
金
田

社
長
は
話
す
。

高
齢
者
が
働
く
姿
は
未
来
の
自
分

シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
を
新
設

シニアマイスター第 1号の上橋行夫さん

社
員
を
大
切
に
す
る
経
営
を
掲
げ
て
い
る
鍋
屋
バ

イ
テ
ッ
ク
会
社
に
、
昨
年
4
月
、
新
た
な
制
度
が
誕
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生
し
た
。
シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
だ
。

経
験
と
実
績
を
兼
ね
備
え
た
社
員
が
任
命
さ
れ
る

こ
の
制
度
、
初
代
シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
に
任
命
さ
れ

た
の
が
上
橋
行
夫
さ
ん
（
62
歳
）。

上
橋
さ
ん
の
経
歴
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
１
９

６
４
（
昭
和
39
）
年
3
月
に
15
歳
で
同
社
に
入
社
。

鹿
児
島
県
か
ら
の
集
団
就
職
だ
っ
た
と
い
う
。
当
時

の
岐
阜
工
場
を
振
り
出
し
に
、
各か

が
み
は
ら

務
原
工
場
勤
務
を

経
て
、１
９
７
４
年
に
新
設
な
っ
た
関せ
き

工
園
（
後
述
）

に
異
動
し
た
。
約
43
年
間
、
鋳
物
を
中
心
に
機
械
加

工
製
造
部
門
の
業
務
に
従
事
、
こ
の
間
、
２
０
０
２

年
か
ら
は
執
行
役
員
機
工
部
部
長
を
務
め
、
２
０
０

９
年
３
月
に
定
年
を
迎
え
た
。

上
橋
さ
ん
は
現
在
、
午
前
中
は
製
造
部
門
で
の
現

場
作
業
、
午
後
か
ら
は
職
場
の
改
善
活
動
に
従
事
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
経
験
が

生
か
せ
る
業
務
だ
。
栄
え
あ
る
初
代
シ
ニ
ア
マ
イ
ス

タ
ー
に
普
段
か
ら
考
え
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
。

「
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
た
と
え
て
み
る
と
、
華
や
か
な
音
色
の
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
奏
者
（
Ｖ
プ
ー
リ
ー
の
加
工
者
）、
旋
律
を

奏
で
る
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
（
フ
ラ
ン
ジ
形
た
わ
み
軸

継
手
の
加
工
者
）
な
ど
を
経
験
し
、
他
に
も
い
ろ
い

ろ
な
楽
器
の
演
奏
（
多
様
な
鋳
物
製
品
の
加
工
）
も

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。は
か
ら
ず
も
指
揮
者（
執

行
役
員
機
工
部
部
長
）
の
役
割
も
担
い
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
貴
重
な
経
験
で
す
。
シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー

と
な
っ
た
現
在
、
そ
の
役
割
は
、
劇
場
を
最
高
の
環

境
に
整
え
て
、
演
奏
者
、
つ
ま
り
社
員
が
最
高
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

だ
と
心
に
決
め
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
演
で
き
る
よ
う
に
、

切
符
係
、
照
明
係
、
音
響
係
、
代
理
奏
者
、
何
で
も

や
る
覚
悟
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
す
。

上
橋
さ
ん
の
言
葉
か
ら
は
、
同
社
に
お
け
る
シ
ニ

ア
マ
イ
ス
タ
ー
の
役
割
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
目
の

前
の
課
題
と
し
て
は
、
同
社
で
２
０
１
１
年
度
の
改

善
方
針
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
リ
ー
ド
タ
イ
ム

（
製
造
指
示
か
ら
完
成
ま
で
の
時
間
）
５
％
短
縮
」、

「
自
動
化
の
推
進
」、「
他
部
門
を
巻
き
込
ん
だ
改
善
」

の
３
点
が
あ
る
と
い
う
。「
現
場
の
ム
ダ
を
発
見
し

て
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
後
輩
た

ち
に
送
り
た
い
」
と
上
橋
さ
ん
は
続
け
る
。

半
世
紀
に
及
ぶ
鍋
屋
バ
イ
テ
ッ
ク
会
社
で
の
勤

務
、
シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
は
そ
の
集
大
成
と
い
っ
て

も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
最
後
に
上
橋
さ
ん
は
、
次

の
よ
う
な
感
謝
の
言
葉
を
口
に
し
て
職
場
に
戻
っ
て

い
っ
た
。

「
第
１
号
と
し
て
シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
を
拝
命
し
、

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
現
役
の

部
長
職
に
あ
っ
た
と
き
の
よ
う
な
緊
張
感
を
も
っ
て

仕
事
に
向
か
い
合
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の

部
門
で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
た
く
さ
ん
の

同
僚
と
知
り
合
え
ま
し
た
し
、
数
多
く
の
製
品
に
ふ

れ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
と

し
て
の
仕
事
も
、
こ
う
し
た
出
会
い
が
糧
に
な
っ
て

い
ま
す
。
何
歳
ま
で
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
元
気
に

動
け
る
う
ち
は
現
役
で
い
た
い
で
す
ね
」

各務原工場

古川司朗さん（62歳）
勤続 46年。機械加工に従
事し、その後、鋳物営業部
に異動。現在、中部地区を
担当。「会社にはたいへん
お世話になりましたから、
ご奉仕の思いで働いていま
す。長く働くにはやはり人
間関係が大切ですね」

幅　正彦さん（64歳）
勤続 23 年。40 歳のとき
に入社し、以来、製品の配
送を担当。「毎日、自動車
の運転をしていますから、
やはり健康に注意して、安
全運転を心がけています。
長く働くコツは、無理をし
ないことかもしれません」

大塚勝弘さん（63歳）
勤続 48 年。入社以来、鋳
物の製造工程はひととおり
経験。現在は、中子（砂型）
の製造を手掛けている。「事
故を起こしてはたいへんで
すから、安全には十分注意
しています。早寝早起きが
健康の秘訣です」

鈴木明信さん（63歳）
勤続７カ月。仕事のかたわ
ら通信制の大学で社会福祉
士の資格を取るべく勉強
中。「社員の皆さんは、とに
かくよく働くので感心して
います。これも伝統のもた
らす力なのでしょうか。負
けないようにがんばります」

永田　峻さん（66歳）
勤続 50年。プーリーの製
造を知り尽くした大ベテラ
ン。大型のプーリーの造型
を手掛けている。「これま
での経験を生かし後輩の手
本になるように心がけてい
ます。70 歳までは働きた
いですね」
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鍋
屋
バ
イ
テ
ッ
ク
会
社
に
は
２
つ
の
生
産
拠
点
が

あ
る
。
関
工
園
と
各
務
原
工
場
だ
。

関
工
園
は
、
施
設
が
ま
わ
り
の
自
然
と
融
和
す
る

よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
「
工
場
」
で
は
な

く
「
工
園
」
な
の
か
。
関
工
園
は
、工
場
で
も
あ
り
、

か
つ
公
園
で
も
あ
る
「
ガ
ー
デ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
建
設
さ
れ
た
。
工

園
と
は
「
工
場
＋
公
園
」
の
造
語
。
敷
地
内
に
は
緑

も
多
く
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
や
岐
阜
現
代
美
術
館

（
無
料
で
観
覧
可
能
）
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
各
務
原
工
場
は
、
鉄
を
溶
か
し
形
に
す
る

と
い
う
、
同
社
の
〝
も
の
づ
く
り
〞
の
原
点
を
引
き

継
い
だ
鋳
造
プ
ラ
ン
ト
。
と
は
い
え
、
伝
統
的
な
鋳

物
工
場
と
は
趣
が
異
な
り
、
最
新
の
情
報
技
術
を
駆

使
し
た
ハ
イ
テ
ク
鋳
造
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
、
金
型
・

鋳
造
機
械
・
搬
送
ラ
イ
ン
の
自
社
開
発
・
自
社
製
作

を
進
め
、
鋳
物
製
品
の
「
多
品
種
微
量
生
産
」
を
実

現
し
た
。

前
述
の
と
お
り
、
両
工
場
で
は
16
人
の
高
齢
者
が

働
い
て
い
る
。
い
ず
れ
の
か
た
も
、
同
社
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
戦
力
だ
。

「
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
か
ら
、
シ
ニ
ア
マ
イ
ス

タ
ー
の
上
橋
さ
ん
以
外
の
社
員
の
声
も
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
」

金
田
社
長
か
ら
の
た
っ
て
の
ご
希
望
に
応
え
、
多

少
駆
け
足
に
は
な
る
が
、
両
工
場
で
働
く
高
齢
者
の

声
を
紹
介
し
よ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
、
力
を
発
揮
す
る

・1560（永禄３）年
鋳造業を始める

・1749（寛延２）年
御鋳物師免状を授かる

・1940（昭和15）年
鍋屋工業株式会社を設立

・1974（昭和49）年
関工園第 1期工事完成

・2001（平成13）年
鍋屋バイテック株式会社へ
社名変更

・2005（平成17）年
第 1回ものづくり日本大賞
優秀賞を受賞

・2006（平成18）年
元気なモノ作り中小企業
300社に選定

鍋屋バイテック会社の
歩み

関工園

野畑久男さん（64歳、勤続20年）右

袴田澄夫さん（64歳、勤続5年）中央

森　東洋一さん（69歳、勤続5年）左
製品の発送業務を担当。プーリーは意外
と重い。「腰を痛めないよう、無理をしな
いのが秘訣。みんなが、おはよう、こん
にちは、とあいさつを交わす明るい会社
です」と声を揃える 

井上敏行さん（64歳、勤続 34年）

井上としゑさん（64歳、勤続 3年）
ご夫婦で勤務。製品の塗装作業を担当す
る敏行さんは「冬は塗料の乾くのに時間
がかかるので、納期に遅れないよう気を
つけています」。としゑさんは清掃などが
担当だが、社内に置かれている鉢植えも
管理する。「花を見て、社員のみなさんが
少しでもなごんでもらえれば」

田畑とき子さん（63歳）
勤続 15年。製品の出荷部
門を担当。手元を見つめ集
中して作業する様子に人柄
があらわれているようだ。
「発送物に間違いがないよ
うに、細心の注意をはらっ
ています。健康に注意して
65 歳までは働きたいです
ね」

高島春夫さん（60歳）
勤続 37 年。入社以来、総
務、財務、庶務を担当。「こ
の会社のいいところは、ア
ットホームな雰囲気だとい
うところでしょうか。まだ
定年になったばかりです
が、やり残したこともあり
ますから 65歳までは働き
たいと思います」


